
ー みん な で築こ スっ 楽 しい修徳 平成30年3月16日 第 97号

- ,_ . 彎凰，";-¥ ,,, ー，

/ 

L¥ ヽ

"',,...,、

n
 

-, 曇l

...,,,,,,,"'1111111 

・、

11月5日（日）修徳公園にて、交通対策協議会委員総勢24

名・自転車安全整備士6名の方々により TSマーク（※）取得

事業を実施致しました。平成26年からこの事業を実施し始め

て今回で4回目となりますが、平成30年4月1日からの【自

転車利用者の自転車保険加入義務化】に備え、交通対策協議会

各町委員の皆様方の多大なご尽力により、過去の実績を大幅に

上回る台数の自転車（約290台）が点検・整備に来られ、 TS

マークを取得されました。学区内の自転車総数にはまだまだ届

かないとは思いますが年々実施台数が増えてきており、多くの

学区民が関心を寄せられていることには間違いありません。ま

た、 TSマーク取得の費用は本来なら1,000円以上かかりますが、

修徳交通対策協議会が一部補助し500円にて取得できるように

お手伝いをしました。

学区民の皆様が自転車事故の加害者や被害者にならないよう、

思いやり・譲り合いの気持ちを大切に安心• 安全に自転車を利

用され、自転車による悲惨な事故をなくすよう、今後もTSマ

ークの有効期限が切れる 1年後に合わせ取得事業を毎年継続し

ていきたいものです。

(※) TSマークとは

自転車安全整備店に勤務する自転車安全整備士が、点検・

整備した安全な「普通自転車．電動自転車含む」に貼るシー

ル。「TSマーク」には損害保険と賠償責任保険が付帯しており、

最大1億円（今回から5千万から1億へ増額）の賠償責任保険

ゃ、一律10カ円の被害合見埠金なとか補1負される。
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編集責任者 浅野~ 三 朗

印刷所 （布章美プリント

毎
年
、
社
会
福
祉
法
人

下
京
区
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
助
成
金
を
い
た

だ
い
て
、
広
苺
紙
作
戊

の
一
助
に
い
た
し
て
お

リ
ま
す
。
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11
月
2
6
日

（日
）
西
京

極
体
育
館
で
、

女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
京
都

市
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
大
会
が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

下
京
予
選

会
で
我
が
修

徳
チ
ー
ム
は

優
勝
で
突
破

し
ま
し
た
が
、

京
都
市
の
大

会
は
さ
す
が

に
レ
ベ
ル
も

高
く

1
回
戦

に
て
南
区
の

唐
橋
学
区
に
惜
敗
い
た
し
ま

し
た
。

修
徳
チ
ー
ム
は
少
な
い
部

員
数
な
が
ら
、
平
岩
進
監
督

" 総合福祉施設

社会福祉法人 京都福祉サービス協会

修京都市下京区新町通松原下る富永町110-1

米特別養護老人ホーム

米ショートステイ

米デイサーピスセンター

'*地域包括支援センター

米居宅介護支援事業所（ケアプランセンター）

米児 童 館

徳

ff 351 - 21 Bl 

ff 351 - 2139 

ff 351 -2191 

云 351- 21 53  

四 351-2152 

合 353-6399

以
下
全
只
が
蒋
戦
健
闘
の
結

果
で
し
た
。

，
 

藤
本
佳
裕
（
大
江
）

2
月
2
日

享

年

68

篠
原
賓
（
月
見
）

1
月
2
4
日

享

年

92

修
徳
自
治
連
合
会
特
別
顧

問
の
篠
原
宜
様
と
下
京
少
年

補
導
委
員
会
修
徳
支
部
支
部

長
の
藤
本
佳
裕
様
が
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
の
修

徳
学
区
に
対
す
る
ご
貢
献
に

感
謝
し
つ
つ
、
衷
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

会

長

福

井

謙

三

＇ 
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恒
例
の
女
性
の
集
い
を
約

1
0
0
名
の
参
加
で
行
い
ま

し
た
。
中
村
会
長
と
し
て
最

後
の
集
い
で
す
。

「
今
回
は
会
長
か
ら
皆
様

へ
の
感
謝
の
意
を
こ
め
た
会

と
な
る
よ
う
に
皆
で
計
画
準

備
し
ま
し
た
」
と
の
数
井
靖

子
様
の
司
会
で
始
ま
り
、
中

村
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、
大

勢
お
こ
し
頂
い
た
皆
様
、
女

性
会
を
見
守
っ
て
下
さ
っ
た

自
治
連
合
会
会
長
福
井
謙
三

様
、
女
雙
翠
と
て
も
気
に

か
け
て
頂
き
ま
し
た
特
別
顧

問
平
井
常
夫
様
、
ご
親
切
に

接
し
て
下
さ
っ
た
総
合
福
祉

施
設
修
徳
施
設
長
小
梶
俊
男

様
と
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
へ
の

お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
女
性
会
ご
来
賓
の

平
井
久
子
様
、
中
村
絢
子
様
、

吉
田
明
美
様
、
山
岸
春
子
様

に
は
、
若
か
っ
た
頃
の
思
い

出
話
な
ど
も
交
え
な
が
ら
お

礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
福
井
会
長
、
小
梶
施

設
長
、
小
西
顧
問
、
女
性
会

来
賓
の
皆
様
よ
り
ご
挨
拶
を

頂
き
、
「
女
性
会
、
と
り
わ

け
中
村
会
長
に
は
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
」
と
の
お
言
葉

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
に
は
、
お
寿
司
、

中
村
会
長
最
後
の
手
作
り
ア

サ
リ
汁
、
リ
ン
ゴ
が
並
べ
ら

れ
ま
し
た
。
特
別
顧
問
平
井

様
は
乾
杯
の
ご
発
声
の
中
で
、

ア
イ
デ
ア
艦
か
な
催
事
を
企

画
さ
れ
た
中
村
会
長
へ
の
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、
お

食
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

第
一
回
目
の
「
イ
ラ
ス
ト

探
し
ゲ
ー
ム
」
は
花
の
名
に

ま
つ
わ
る
も
の
で
鉢
花
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
楽
し
み
に
し
て

い
る
演
奏
会
は
、
今
回
で
五

回
目
の
ご
出
演
と
な
る
声
楽

家
の
豊
田
弥
生
先
生
と
ピ
ア

ノ
の
住
友
真
里
子
先
生
、
今

回
初
出
演
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

の
長
谷
川
先
生
で
す
。
素
晴

ら
し
い
歌
声
と
ピ
ア
ノ
が
揺

れ
る
ほ
ど
の
力
強
い
演
奏
で

会
場
は
、
わ
れ
ん
ば
か
り
の

拍
手
で
し
た
。

全
員
で
「
い
つ
で
も
夢

を
」
「
三
百
六
十
五
歩
の
マ

ー
チ
」
を
合
唱
し
、
ま
た
、

女
性
会
役
員
達
が
昼
間
に
豊

田
先
生
の
ご
指
導
で
練
習
し

：
た
四
季
の
歌
九
曲
を
先
生
と

共
に
ご
披
露
い
た
し
ま
し
た
。

第
二
回
目
の
「
イ
ラ
ス
ト

探
し
ゲ
ー
ム
」
は
動
物
に
ま

つ
わ
る
も
の
で
、
参
加
者
全

員
に
鉢
花
が
行
き
渡
り
ま
し

た
。
最
後
の
大
当
た
り
は

「
会
長
の
顔
を
探
す
ゲ
ー
ム
」

で
6
人
に
大
当
た
り
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
「
今
日
の
日
は
さ

よ
な
ら
」
を
皆
で
歌
い
、
上

田
副
会
長
の
挨
拶
を
も
っ
て

閉
会
と
な
り
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
各
町
委
員
椋
お
手

女

性

会

幹

事

12
月
2
日

（土
）

私
女
雙
云
の
温
か
い
お

人
柄
の
皆
様
に
さ
さ
え
ら
れ

22
年
間
、
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
天
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
各
種
の
催

し
で
は
、
大
勢
の
方
々
の
ご

出
席
を
賜
り
、
感
謝
の
気
持

ち
で
胸
が
い
っ
ば
い
で
、
な

ん
て
幸
せ
者
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。
心
よ
り
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

「
女
性
な
ら
で
は
の
講
演

会
」
「
お
花
づ
く
り
」
「
修
徳

夏
ま
つ
り
」
「
ホ
ー
ム
の
夏

ま
つ
り
手
伝
い
」
「
運
動
会

模
擬
店
」
「
女
性
会
ク
リ
ス

マ
ス
」
と
、
次
か
ら
次
へ
と

行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
様

さ
ぞ
お
忙
し
い
思
い
を
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
に
、
楽
し
く
に

こ
や
か
に
お
手
伝
い
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
行
事

の
当
日
も
、
ほ
ほ
え
み
な
が

ら
出
席
し
て
下
さ
っ
た
姿
を

思
い
出
し
、
感
謝
の
思
い
が

あ
ふ
れ
ま
す
。
心
よ
り
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
女
性

会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

女

性

会

会

長

中

村

順

恵

自
主
防
叉
部

高

橋

俊

和

谷

口

よ

し

子

伝
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
音
響
の
担
当
を
し
て

頂
い
た
小
西
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
場
に
は

22
年
間
の
「
女

性
の
集
い
」
「
ク
リ
ス
マ
ス

の
集
い
」
の
し
お
り
が
並
べ

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ペ
ー
ジ

を
め
く
る
と
毎
年
身
の
回
り

の
物
を
ク
イ
ズ
に
し
た
事
、

「
お
て
も
や
ん
」
の
格
好
を

し
て
踊
っ
た
事
、
「
な
ん
で

か
な
」
の
漫
才
、
男
性
コ
ー

ラ
ス
等
色
々
の
余
興
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ

せ
ん
だ
ん
ホ
ー
ル
＊
＊
 

し
て
会
長
は
侮
年
す
て
き
な

着
物
で
出
席
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。今
後
も
修
徳
女
性
会
の
活

動
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め

に
皆
様
の
ご
参
加
ご
協
力
を

11
月
11
日
（
土
）
消
防
団

器
具
庫
で

19
時
30分
よ
り
一

時
間
余
り
、
修
徳
消
防
団
員

と
下
京
消
防
署
員
を
講
師
に

救
急
救
命
講
習
を
開
き
、
救

急
対
応
と
、
ダ
ミ
ー
人
形
を

使
っ
た

A
E
D
に
よ
る
蘇
生

法
を
参
加
者
全
員
が
何
度
も

練
習
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

こ。t
 また
そ
の
中
で
、

A
E
D

の
認
識
も
新
た
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
静
止
し
た
心
臓
に

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ

と
で
動
き
出
さ
せ
る
の
で
な

く
、
自
動
で
解
析
検
出
さ
れ

た
心
室
細
動
を
電
気
シ
ョ
ッ

ク
で
一
時
的
に
止
め
速
や
か

に
外
部
か
ら
胸
骨
圧
迫
す
る

こ
と
で
自
発
の
拍
動
再
開
を

促
そ
う
と
い
う
こ
と
だ
そ
う

京
都
市
優
良
消
防
団
員

表
彰

11
月

恩
田
有
生
（
施
設
）

谷
内
裕
樹
（
施
設
）

山
本
洋
平
（
施
設
）

餅
つ
き
犬
芸

12
月
23
日
（
土
）
恒
例
の

餅
つ
き
大
会
を
、
小
畑
様
の

ガ
レ
ー
ジ
を
お
借
り
し
て
行

い
ま
し
た
。
昨
年
と
同
様
、

会
場
の
入
り
口
で
の
手
洗
い
、

消
毒
ス
プ
レ
ー
で
の
殺
菌
等
、

衛
生
面
に
気
を
つ
け
て
実
施

し
ま
し
た
。

も
ち
米
を
蒸
す
人
、
餅

を
つ
く
人
、
ま
る
め
る
人

…
、
皆
様
、
手
慣
れ
た
も
の

で
、
誰
か
れ
と
い
う
こ
と
な

材
木
町
P
R
情
報
貝

澤

田

泰

弘

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
広
場

実
行
委
員
会
委
員
長

木
倉
勝
彦
（
大
江
）

社
会
福
祉
協
議
会
会
長

青
木
善
一
（
元
両
替
）

女

性

会

会

長

小
畑
成
代
（
材
木
）

選
挙
管
理
委
員
会

投
票
管
理
者

修
司
（
御
供
石
）

木
才木

＿表
彰
関
係

認
鱈
騎
一

第
70
回
日
本
消
防
団
協
会

定
例
表
彰
精
績
賞

11
月

中
村
正
和
（
大
江
）

野
川
雅
司
（
薮
下
）

航
ち
ゃ
ん
（
三
男
）

8
月

摯
捏
采
1
（敬
称
略
）

千
藤
祥
人
（
月
見
）
11
月

去
る

8
月
6
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
た
『
サ
マ
ー
ナ
イ

ト
．
m
修
徳
』
に
お
い
て
は
、

各
種
団
体
、
町
会
長
、
福
祉

施
設
修
徳
、
児
童
館
、
図
書

館
の
皆
様
方
に
は
、
大
変
暑

い
中
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

模
擬
店
の
メ
ニ
ュ

ー
や
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
色
々
な

事
を
、
ふ
れ
あ
い
広
場
実
行

委
員
会
で
話
し
合
い
考
え
た

事
が
、
今
と
な
っ
て
は
大
変

く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分
担
し
和

気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
通

り
子
供
達
も
餅
つ
き
の
体
験

を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

会
場
で
は
餡

も
ち
、
き
な
粉

も
ち
、
焼
き
も

ち
、
お
ろ
し
も

ち
、
お
汁
粉
等
、

そ
れ
ぞ
れ
、
お

好
み
で
頂
き
、

最
後
に
町
内
全

世
帯
に
お
餅
を

分
配
し
、
本
年
、

最
終
行
事
の
餅

良
い
思
い
出
で
す
。

8
年
間
実
行
委
員
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
大
き
な
事
故
も
な
く
無

事
に
終
え
ら
れ
た
事
は
、
ひ

と
え
に
皆
様
方
の
ご
協
力
の

お
陰
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

~
嘗

い
ま
し
た
。,

f嗣
.
J
‘
 
•• 

ノ，へ
9f埒

つ
き
大
会
を
、
た
く
さ
ん
の

人
の
協
力
の
も
と
で
無
事
、

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

委

員

長

森

修

司

ふ
れ
あ
い
広
場
実
行
委
員
会

委
員
長
退
任
の
辞
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修
徳
消
防
分
団

ー
私
が
分
団
長
に
就

任
し
て
初
め
て
の
出

初
式
は
、
残
念
な
が

ら
朝
か
ら
の
雨
で
、

せ
ん
だ
ん
ホ
ー
ル
で

の
手
帳
点
検
と
な
り

ま
し
た
。
点
検
官
は

下
京
消
防
団
中
村
正

和
副
分
団
長
に
、
訓

練
後
の
講
評
は
下
京

消
防
署
金
井
担
当
課

長
に
お
願
い
し
ま
し

こ
。
t
 雨に
も
か
か
わ
ら

ず
自
治
連
顧
問
理
事

役
員
様
、
町
内
会
長

様
、
自
主
防
災
役
員

様、

一
般
学
区
民
合

わ
せ
て
約
50
名
も
の

皆
様
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
訓
練
を
披

分

団

長

内

藤

栄

紀

1
月
8
日

（
月
祝
）

雨

ロ 琶

豆~~ 乃 呈
i
-

1 1月5日（日） 立命館大学朱雀学舎

修徳消防分団分団長 内藤 栄 紀

露
で
き
た
こ
と
は
、
こ
の
上

な
い
幸
せ
で
し
た
。

出
初
式
の
後
は
、
施
設
一

階
に
場
を
移
し
、
恒
例
の
餅

つ
き
会
を
行
い
ま
し
た
。
児

童
館
を
お
借
り
し
て
皆
様
に

お
餅
や
お
汁
粉
を
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

我
が
分
団
は
昨
年
秋
、
修

徳
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

女
性
職
員
を
新
入
団
員
に
迎

え
、
現
在
員
24
名
（
内
女
性

団
員
4
名
）
と
下
京
区
で
は

一
番
多
く
の
団
員
数
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
大
所
帯
で
は

あ
り
ま
す
が
、
団
員
一
丸
団

結
し
て
、
防
火
防
災
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

雨
の
中
、
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
、
軍
ね
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。；
 修徳消防分

団
は
、
京
都

市
消
防
団
協
会
よ
り
特
別
優

秀
竿
頭
綬
を
受
賞
い
た
し
ま

し
た
。
竿
頭
綬
と
は
、
分
団
旗
の

旗
頭
に
飾
る
金
地
帯
状
の
布
。

受
賞
資
格
は
、
毎
年
春
に
行

わ
れ
る
下
京
消
防
団
総
合
査

閲
（
訓
練
大
会
）
の
成
績
3

位
以
内
の
分
団
に
京
都
市
市

長
表
彰
が
与
エ
ら
れ
、
そ
の

市
長
表
彰
15
回
に
達
し
た
団

に
竿
頭
綬
が
与
ス
ら
れ
る
。

当
分
団
は
さ
ら
に
市
長
表

彰
10
回
を
重
ね
、

25
回
と
な

っ
た
の
で
、

2
本
目
の
竿
頭

綬
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
分
団
が
初
め
て
市
長
表

彰
を
受
賞
し
た
の
は
、
昭
和

59
年
。
以
来
34
年
で

25
回
受

賞
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
歴
代
分
団
長
を
は
じ

め
全
分
団
員
、
下
京
消
防
団
、

..-----.*秋の修徳ふれあいグラウンドゴルフ大会＊

閃
係
行
政
、
そ
し
て
な
に
よ

り
学
区
の
皆
様
の
お
か
げ
で

あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

2
月
25
日

（日
）
に
は
、

ホ
テ
ル
日
航
プ
リ
ン
セ
ス
京

都
に
て
感
謝
の
気
持
ち
を
表

修徳体育振興会会長 山岸裕明

11月23日（ン1ゞ ・祝）下京中学 （元成徳中学）グラ ウンドで、豪華？賞

品を目指して各町内会および混合チームでの団体戦や個人戦が行われま

した。若い人も高齢者も、そして女子単独チームなど様々なメンバーが

楽しく半日交流しました。

参加人数は55人と年々徐々に増え、グラウンドゴルフ
は、誰でもが参加出来るニュースポーツですので、次回

の春の大会は初めての方も奮ってご参加下さい。

〈大会結果〉
【団体戦】

敬称略 p心

明するための記念祝賀会

を行います。学区の皆様

の代表として町内会長、

連合会役員の皆様にお集

まりいただく予定です。

優 勝 材木 B
澤田泰弘、樋口清士

高橋俊和、石田幹雄

準優勝 伸ヽじA 万
大辻泰弘、川幡貞雄

西村 勝、湯浅良輝

3 位 混成チーム
平井常夫・高砂、井上英也・中野之

櫻田真也・ 材木町、吉川幸伸・御供石

【個人戦】

弁

財

天

町

都

倉

昭

蔵

八

年

ぶ

り

に

凪

祁

ひ

い

た

手

が

空

い

た

ス
マ
ホ
な
ー
で
も
退
屈
せ
ぬ
車
中

言
う
遣
影

新
国
は
あ

t
に
し
い
や

t

tzJ
に
し
同
達
え
た

忘
れ

1
1
1
い

な

い

が

お
年
賀
状
の
束
ぬ
ポ
ス
ト

冷えぴえt

優 勝 向井照美 元両替

準優勝 湯浅良輝 伸,c. ヽ 万

3 位 井上英也 中野之

【ホールインワン賞】

本木木 修司・御供石 吉田武弘・大 江 井上英也・中野之

石田幹雄・材木町 湯浅良輝• 徳万町 西村 勝・徳万町

羽田・成徳学区友情出場 I

尚、単独での参加町は、御供石、大江AB、材木AB、徳万。

混成での参加町は、小田原、玉屋、深草、元両替、亀屋、月見、高砂、

中野之、大堀。
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平成29年中の京都府内の犯罪発生件数は18,605件で、平成28年と比べて1,874件

（約9.2%)減少しました。発生件数は13年連続で減少し、戦後最少の記録を更新し

ました。

しかし、特殊詐欺の被害件数は320件で、昨年と比べて154件 （約92.8%)も増

加しており、約7億8千万円の被害が発生しています。

◎お金に関わる電話があれば、一人で悩まず、家族や警察に相談してください。

下京警察署 075-352-0llO 警察本部犯罪抑止対策室 075-451-9lll(34ll) 

占
一圃圏罰繹J-r:t ヽ

ヽ

マ
今
は
時
代
の
大

～

1-

転
換
期
な
の
だ

そ
う
だ
。
A
I
、

• 
”
 -
[[「五

□

編

ジ
ネ
ス
等
の
革
新

で
世
の
中
が

一
変

す
る
ら
し
い

▼
人
手
不
足
が

叫
ば
れ
る
中
、
機
を
見
る
に

敏
の
大
銀
行
や
大
企
業
は
大

規
校
リ
ス
ト
ラ
、
配
四
転
換

中
と
も
聞
く
▼
い
っ
た
い
ど

ん
な
世
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

修
徳
も
ど
う
か
わ
る
の
か

て
不
安
も
あ
る
が
期
待
も
あ

る
。
歴
史
を
み
る
と
大
転
換

後
の
社
会
は
そ
れ
以
前
よ
り

善
い
社
会
と
な

っ
て
き
た
の

だ
か
ら
。

修徳自主防災会 会長 高 橋 卓 也

今年度の防災訓練は11月19日（日）に行いました。4ブロックに分かれて消火器

の操作方法を、下京消防署と修徳消防団員の指導で消火剤の放出方法やホースの向

きを教えてもらいました。

第1ブロ ックは総合福祉施設修徳の玄関前に、藪下、亀屋、布屋、月見、富永、

材木、吉水俊成、大堀の住民の方々。第2ブロックは室町通万寿寺上る、佐々木様

宅前に中野之、徳万、小田原、元両替、坂東屋、玉屋、の住民の方々。第3ブロッ

クは、諏訪町通万寿寺下る平井様宅北側に玉津島、弁財天、高砂、御供石、五烏悪

王子、深草の住民の方々が集合しました。また大江町は人数が多いので山岸様宅の

北側で訓練を行ないました。

各ブロックとも消火器の訓練を終了後10時までに修徳公園に集合しました。各町

防災部長から、町内や避難者の状況の報告と避難者の名簿の提出が行なわれました。

その後4班に分かれ、 1班は40人程が1列に横に並び、水の入った消火用バケッ

を手渡しで送って行き、火災が起こっていると仮定した所に水をまく、そして空に

なったバケツをまた手渡しで元に戻す訓練を行ないました。

第2班は模擬の電話器を使い、消防署に火災発生の連絡を行なう訓練です。火災

場所の位置や状況、建物の大きさや高さ、消防隊が到達する迄の道すじゃ付近の状

況の説明の仕方を教わりました。

第3班は建物内での電気火災が起こる説明です。特に電気製品にゴミが付着した

り、電気機器の絶縁が悪くなったりして、火災が発生する事が有り ます。電気の開

閉器を漏電遮断機にするか、専門家に絶縁の検査をしてもらって下さい。

第4班は応急手当の訓練です。災害や火災で身体に異常が出た時に、三角巾の使

い方などをどの様に手当をするか、保護の仕方を教わり ました。

最後に修徳消防分団による放水訓練を行って頂きました。

訓練の途中ですが御来賓の挨拶も頂きました。修徳自治連合会会長 福井謙三様

下京副区長加藤滋明様下京消防署長坂本昌也様下京消防団副団長 中村

正和様お忙しいところを有難うございました。訓練参加人数は199名でした。

下京防犯推進委員協議会修徳支部 支部長 間 場 照 夫

◆修徳近辺子供安全情報

1月11日午前8時頃。烏丸通松原上るの路上で女子小学生が登校中、前方から

歩いてきた男に、すれ違いざまにランドセルを叩かれた。男はそのまま立ち去った。

男の特徴は、年齢40歳位、身長175センチ位、上下黒色スーツ着用。

今回はランドセルを叩いただけでしたが、子どもを狙う者の手口はエスカレート

する傾向にあります。また繰り返しの傾向もあります。お子さんをお持ちの方は、

登下校時や塾通いなどで、不審者に出会ったときは、近くの「こども110番の家」

や大人に助けを求めるように指導してください。防犯ブザー等の防犯グッズの活用

も検討してください。

お子さんをお持ちでない皆様も、登下校時の自宅前道路に気

を配る、あるいは、外出時に不審者を見かけないかなど、子ど

もの安全に注意してあげてください。

． 




